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双
六
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
奈
良
時
代
以
前
で
あ
る
。
こ
れ
は
盤
双
六
で
、
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
の
古
い
か
た
ち
の
遊
戯
で
あ

っ
た
。
賭
博
に
ふ
か
く
関
与
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
し
ば
し
ば
取
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
は
教
養
階
級
の
も
て
遊
び
と
な

り
、
そ
の
遊
戯
の
様
子
は
諸
文
芸
に
描
写
さ
れ
、
画
証
も
多
い
。
双
六
盤
は
碁
盤
に
勝
る
ほ
ど
に
大
き
く
、
蒔
絵
や
螺
鈿
を
ほ
ど
こ
し

た
豪
華
な
品
が
こ
ん
に
ち
に
も
残
る
。
そ
の
よ
う
な
双
六
盤
が
持
ち
あ
つ
か
い
に
は
不
便
だ
と
い
う
の
で
、
こ
れ
を
紙
上
に
再
現
し
よ

う
と
し
た
も
の
を
、
盤
双
六
に
対
し
て
絵
双
六
と
よ
ぶ
。
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
あ
る
双
六
も
こ
ち
ら
の
ほ
う
だ
ろ
う
。

　

絵
双
六
は
、
宗
教
的
な
仏
法
双
六
、
浄
土
双
六
を
先
駆
け
と
し
、
や
が
て
よ
り
娯
楽
的
な
道
中
双
六
や
芝
居
双
六
な
ど
が
考
案
さ
れ
、

急
速
に
広
ま
っ
て
い
く
。
肉
筆
の
作
例
も
あ
る
が
、
現
存
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
木
板
印
刷
で
あ
る
。
近
世
期
の
商
業
出
板
の
開
始
は
文

化
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
が
、
絵
双
六
の
急
速
な
普
及
の
原
動
力
も
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
以
降
も
多
様
な
展
開

を
示
し
、
そ
れ
ら
は
主
題
別
に
、
教
訓
、
道
中
、
芝
居
、
出
世
、
歴
史
、
名
所
、
遊
芸
、
文
芸
、
開
化
教
育
、
女
、
戦
争
、
探
検
旅
行
、

宣
伝
、
子
供
、
漫
画
等
に
分
類
さ
れ
る（

１
）。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
最
果
て
の
さ
ら
に
向
こ
う
に
ル
ー
ツ
を
も
ち
、
日
本
遊
戯
史
の
一
角
を
占
め
る
双
六
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
江
戸
期

の
絵
双
六
、
と
く
に
芝
居
双
六
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
お
こ
な
う
。

一
、「
中
村
富
十
郎
〈
三
年
立
た
ら
／
極
の
字
が
付
〉
ま
せ
う
双
六
」
に
つ
い
て

　

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
絵
双
六
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、『
双
六
類
聚
』
貼
込
帖
が
あ
る
（
歴
資
七
〇
九

（
２
））。

こ
の
う
ち
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に
「
中
村
富
十
郎
〈
三
年
立
た
ら
／
極
の
字
が
付
〉
ま
せ
う
双
六
」
が
所
収
さ
れ
る
〔
図
版
１
〕。
一
枚
物
で
墨
摺
、
大
き
さ
は
二
八
・

五
×
四
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
左
端
ト
リ
ミ
ン
グ
）。
絵
双
六
は
、
賽
の
目
の
数
に
合
わ
せ
て
コ
マ
を
進
め
る
廻
り
双
六
と
、
数
に

応
じ
て
進
む
先
が
指
示
さ
れ
る
飛
び
双
六
に
分
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
右
下
の
区
画
（
一
）
を
振
り
出
し
と
し
て
反
時
計
回
り
に
進
む
廻

り
双
六
で
、
一
周
半
し
て
区
画
（
一
八
）
が
「
上
リ
」
で
あ
る
〔
図
版
２
〕。
区
画
番
号
順
に
翻
字
を
示
す
。

〔
題
名
〕（
紋
）
中
村
富
十
郎
〈
三
年
立
た
ら
／
極
の
字
が
付
〉
ま
せ
う
双
六
」

〔
本
文
〕

上
上
吉　

市
村
［
空
白
］

　

と
う
な
ん
の
た
ち
は
な
は
い
つ
で
も
大
い
り
の
芝
居
町
（
一
）」

上
上
吉　

角
か
づ
ら　

市
川
団
十
郎

　

市
川
の
わ
か
ば
へ
あ
ら
事
の
こ
な
し
は
や
ふ
さ
町
（
二
）」

上
上　

嵐
小
伊
三

　
［
諸
］
け
い
す
く
な
け
れ
ど
や
ふ
入
が
す
き
屋
町
（
三
）」

上
上
吉　

三
条
か
ん
太
郎

　

女
か
た
よ
り
た
ち
や
く
□
す
こ
し
た
る
い
し
ろ
か
ね
町
（
四
）」

上
上　

弥
木
菊
松
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は
る
〳
〵
と
な
ご
や
か
ら
河
原
さ
き
座
ゑ
す
み
よ
し
町
（
五
）」

上
上　

大
谷
竜
左
衛
門

　

あ
た
ま
か
ち
に
て
し
り
の
な
い
ど
う
□
り
ま
ち
（
六
）」

上
上　

坂
田
市
太
郎

　

き
み
の
ひ
と
ふ
し
に
は
け
ん
ぶ
つ
が
よ
だ
れ
を
な
か
す
か
し
町
（
七
）」

上
上
吉　

市
川
団
蔵

　

一
両
年
ひ
や
う
ば
ん
が
う
す
う
な
つ
た
ひ
か
げ
町
（
八
）」

上
上　

袖
崎
菊
太
郎

　

ゑ
ひ
が
ひ
げ
に
と
り
つ
い
て
今
度
か
ら
一
ま
い
に
い
り
ゑ
町
（
九
）」

上
上
吉　

中
村
七
三
郎

　

そ
か
の
十
郎
か
ら
め
き
〳
〵
と
ひ
や
う
ば
ん
が
よ
し
た
町
（
一
〇
）」

上
上
吉　

瀬
川
菊
次
郞

　

も
の
ご
し
は
う
く
い
す
も
は
だ
し
は
や
ざ
き
の
梅
の
む
ろ
町
（
一
一
）」

上
上
吉　

市
川
宗
三
郎

　

じ
つ
あ
く
の
か
い
さ
ん
な
が
と
う
ゑ
ど
に
な
が
い
町
（
一
二
）」

上
上
吉　

姉
川
千
代
三
郎
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ぬ
れ
事
に
ま
ち
つ
と
て
の
と
ゝ
か
ぬ
さ
る
屋
町
（
一
三
）」

上
上
吉　

荻
野
伊
三
郎

　

た
ち
や
く
か
ら
よ
く
女
か
た
ニ
の
り
か
ゑ
は
く
ろ
う
町
（
一
四
）」

上
上
吉　

富
沢
門
太
郎

　

け
い
せ
い
事
を
な
さ
れ
た
ら
よ
か
ろ
う
と
宮
人
が
い
ゝ
た
ま
ち
（
一
五
）」

上
上
吉　

大
谷
広
次

　

せ
つ
せ
う
せ
き
の
狂
言
か
ら
ひ
さ
〳
〵
に
て
お
な
が
高
さ
ご
町
（
一
六
）」

上
上
吉　

瀬
川
菊
之
丞

　

わ
か
女
が
た
の
す
い
い
ち
ゑ
り
ど
り
て
な
ん
で
も
う
で
を
す
る
か
町
（
一
七
）」

上
リ

さ
こ
ろ
も
ニ
中
村
富
十
郎　

所
作
大
で
け

八
ま
ん
太
郎
ニ
中
山
新
九
郎　

所し
よ
さ作

大
で
け

い
わ
戸
左
衛
門
女
ぼ
う
ニ
瀬
川
菊
之
丞　

な
り
平
の
所
作
大
当
り
（
一
八
）」

　

板
元
不
明
で
絵
師
も
不
詳
だ
が
、
絵
は
初
期
鳥
居
風
で
、
絵
師
た
ち
の
活
動
範
囲
か
ら
、
板
行
時
期
は
享
保
期
の
江
戸
と
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
区
画
（
一
七
）
ま
で
は
、
役
者
の
半
身
像
を
扇
面
形
（
も
し
く
は
団
扇
形
）
で
囲
む
。
囲
み
に
よ
っ
て
半
身
像
が
強
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調
さ
れ
る
こ
の
手
法
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）

刊
の
役
者
絵
本
『
絵
本
舞
台
扇
』
が
全
面
的
に
採
用

し
て
注
目
を
集
め
た
が
、
こ
の
双
六
も
含
め
、
初
期

に
も
作
例
が
散
見
さ
れ
る
。
添
書
は
す
べ
て
見
立
江

戸
町
尽
し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
立
何
々
尽

し
を
役
者
名
に
添
え
る
の
は
、
後
述
す
る
役
者
評
判

記
の
役
者
目
録
に
な
ら
っ
た
や
り
方
で
あ
る
。

　

題
名
中
の
「
中
村
富
十
郎
」
は
役
者
名
で
、
江
戸

時
代
に
二
代
ま
で
あ
る
が
、
二
代
目
が
活
動
し
た
の

は
後
期
の
大
坂
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
富
十
郎
は
初
代

（
一
七
二
一　

八
六
）
の
ほ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
極
の

字
」
は
役
者
の
位
付
に
関
わ
る
も
の
。
江
戸
時
代
の

三
大
都
市
で
あ
る
京
・
江
戸
・
大
坂
の
大
劇
場
に
出

演
す
る
歌
舞
伎
役
者
た
ち
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

ほ
ぼ
定
期
刊
行
さ
れ
た
役
者
評
判
記
に
よ
り
、
立
役

や
若
女
方
な
ど
の
役
柄
別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
。

図版１　 芝居双六「中村富十郎〈三年立たら／極の字が付〉ませう双六」
（東京国立博物館所蔵『双六類聚』所収）
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評
判
記
が
与
え
た
ラ
ン
ク
が
位
付
で
、
早
く
は
中
の

位
付
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
、
上
か
ら
は
じ

め
て
上
上
、
上
上
吉
と
進
み
、
上
上
吉
と
な
れ
ば
押

し
も
押
さ
れ
ぬ
人
気
役
者
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
を
上
ま
わ
る
稀
者
に
は
、
上
上
吉
に
極
の
字
を
加

え
て
極
上
上
吉
と
し
た
。
こ
の
位
付
は
元
禄
期
以
来

の
名
優
初
代
芳
沢
あ
や
め
（
一
六
七
三　

一
七
二
九
）

の
た
め
に
考
案
さ
れ
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
に

は
じ
め
て
与
え
ら
れ
た
。
初
代
富
十
郎
は
あ
や
め
の

三
男
で
あ
る
。

　

こ
の
双
六
は
、
富
十
郎
が
父
の
よ
う
に
出
世
す
る

こ
と
を
願
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

図版２　 「中村富十郎〈三年立たら／極の字が付〉ませう双六」区画割

（
題
名
）

（
一
二
）

上
上
吉

市
川
宗
三
郎

（
一
三
）

上
上
吉

姉
川
千
代
三
郎

（
一
四
）

上
上
吉

荻
野
伊
三
郎

（
一
）

上
上
吉

市
村
［
空
白
］

（
一
一
）

上
上
吉

瀬
川
菊
次
郞

（
一
八
）

上
リ

中
村
富
十
郎

（
一
五
）

上
上
吉

富
沢
門
太
郎

（
二
）

上
上
吉　

角
か
づ
ら

市
川
団
十
郎

（
一
〇
）

上
上
吉

中
村
七
三
郎

中
山
新
九
郎

（
一
六
）

上
上
吉

大
谷
広
次

（
三
）

上
上

嵐
小
伊
三

（
九
）

上
上

袖
崎
菊
太
郎

瀬
川
菊
之
丞

（
一
七
）

上
上
吉

瀬
川
菊
之
丞

（
四
）

上
上
吉

三
条
か
ん
太
郎

（
八
）

上
上
吉

市
川
団
蔵

（
七
）

上
上

坂
田
市
太
郎

（
六
）

上
上

大
谷
竜
左
衛
門

（
五
）

上
上

弥
木
菊
松
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二
、
享
保
期
の
江
戸
劇
壇

　
「
中
村
富
十
郎
三
年
立
た
ら
極
の
字
が
付
ま
せ
う
」�　

�

富
十
郎
も
、
あ
と
三
年
経
っ
た
ら
位
付
が
極
上
上
吉
と
な
る
で
し
ょ
う�　
、

そ
の
「
三
年
」
は
、
ど
の
時
点
か
ら
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
号
と
し
て
の
享
保
年
間
は
西
暦
に
し
て
一
七
一
六　

三
六
年
と
な
る

が
、
芸
能
史
で
い
う
〈
享
保
期
〉
は
、
そ
の
前
後
の
宝
永
（
一
七
〇
四　

一
一
）・
正
徳
（
一
七
一
一　

一
六
）
と
、
寛
保
（
一
七
四
一　

四
四
）・
延
享
（
一
七
四
四　

四
八
）・
寛
延
（
一
七
四
八　

五
一
）
を
含
め
て
扱
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
歌
舞
伎
が
第
一
次
の
大
成
に

達
し
た
〈
元
禄
期
〉
は
宝
永
初
頭
に
終
焉
し
、
そ
し
て
第
二
次
の
大
成
と
も
い
う
べ
き
〈
天
明
期
〉
へ
の
展
望
は
宝
暦
（
一
七
五
一　

六
四
）
に
開
け
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
半
世
紀
弱
続
く
享
保
期
の
う
ち
の
い
つ
ご
ろ
の
劇
壇
状
況
を
、
こ
の
双
六
は
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
双
六
に
は

年
記
も
な
い
が
、
一
七
名
の
役
者
が
そ
の
位
付
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
役
者
た
ち
の
動
向
か
ら
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。

　

一
七
名
の
配
列
を
見
わ
た
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
出
世
双
六
の
よ
う
に
位
付
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
上
上
の
位
付

の
四
名
は
外
縁
に
、「
上
リ
」
の
手
前
と
な
る
区
画
（
一
七
）
に
は
瀬
川
菊
之
丞
、（
一
六
）
に
は
大
谷
広
次
と
立
者
が
配
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
江
戸
歌
舞
伎
の
大
名
跡
、
市
川
団
十
郎
の
名
が
、
振
り
だ
し
に
隣
接
し
た
区
画
（
二
）
に
見
え
る
。
享
保
期
の
団
十
郎
は
、
二
代

目
（
一
六
八
八　

一
七
五
八
）
も
し
く
は
三
代
目
（
一
七
二
一　

四
二
）
で
あ
る
。
二
代
目
は
父
初
代
の
横
死
を
う
け
て
宝
永
元
年
（
一

七
〇
四
）
に
団
十
郎
襲
名
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
冬
に
養
子
升
五
郎
に
三
代
目
を
譲
り
、
自
身
は
海
老
蔵
を
名
の
る
が
、
三
代
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目
団
十
郎
と
な
っ
た
升
五
郎
は
七
年
後
の
寛
保
二
年
に
早
世
し
て
し
ま
う
。
四
代
目
団
十
郎
の
誕
生
は
、
二
代
目
松
本
幸
四
郎
が
幸
四

郎
か
ら
改
名
す
る
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
冬
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
団
十
郎
の
動
向
は
、
享
保
二
〇
年
冬
を
境
に
、
そ
れ

よ
り
前
は
二
代
目
、
あ
と
は
三
代
目
と
な
り
、
寛
保
二
年
以
降
し
ば
ら
く
不
在
と
な
る
も
の
の
、
海
老
蔵
（
前
名
二
代
目
団
十
郎
）
の

活
動
が
続
行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
双
六
の
団
十
郎
に
は
「
角
か
づ
ら
」
の
添
書
が
あ
り
、
絵
は
前
髪
の
あ
る
元
服
前
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
角
鬘
と
は
角
前
髪

の
鬘
の
こ
と
で
、
前
髪
を
剃
り
こ
ん
だ
角
前
髪
は
元
服
直
前
の
若
衆
の
髪
型
で
あ
る
。
歌
舞
伎
の
役
柄
は
、
立
役
、
若
女
方
、
敵
役
、

実
悪
、
道
外
方
、
花
車
方
、
若
衆
方
、
親
仁
方
、
子
役
な
ど
に
分
か
れ
、
い
く
つ
か
は
時
代
と
と
も
に
盛
衰
し
た
。
端
役
を
勤
め
る
か

け
だ
し
の
少
年
役
者
た
ち
は
、
役
柄
の
別
な
く
ま
と
め
て
色
子
と
呼
ば
れ
、
評
判
記
で
は
役
者
目
録
の
色
子
之
分
に
名
前
だ
け
が
並
べ

ら
れ
、
本
文
評
文
は
略
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
似
た
よ
う
な
年
ご
ろ
で
も
、
色
子
で
は
な
く
若
衆
方
之
部
や
子
役
之
部
に
入
る
場
合
が
あ

る
。
と
く
に
二
世
役
者
に
は
こ
う
し
た
例
が
多
い
。
若
衆
方
や
子
役
は
（
色
子
も
）
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
、
立
役
や
女
方
な
ど
に
役

替
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る（

３
）。

　

三
代
目
団
十
郎
（
前
名
升
五
郎
）
は
、
享
保
二
〇
年
一
一
月
の
顔
見
世
興
行
で
襲
名
を
披
露
す
る
。
あ
け
て
二
一
年
正
月
刊
の
評
判

記
『
役
者
福
若
志
』
江
戸
之
巻
は
「
角
か
づ
ら
若
立
役
之
部
」
を
設
け
、
こ
こ
に
「
上
上
吉　

荻
野
伊
三
郎
」
に
つ
い
で
「
上
上
白
吉（

４
）���

升
五
郎
事
市
川
今
団
十
郎
」
の
名
を
掲
げ
る
。
な
お
父
二
代
目
の
ほ
う
は
、「
極
上
上
吉　

団
十
郎
事
市
川
海
老
蔵
」
と
し
て
江
戸
惣

巻
軸
（
評
判
記
の
江
戸
之
巻
役
者
目
録
の
末
尾
）
に
記
載
す
る
。

　

伊
三
郎
は
、
双
六
の
区
画
（
一
四
）
に
も
「
た
ち
や
く
か
ら
よ
く
女
か
た
ニ
の
り
か
ゑ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
方
か
ら
立
役
に
役
替
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し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
女
方
も
「
元
服
」
し
て
立
役
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
双
六
中
の
区
画
（
四
）
に
「
女
か
た
よ
り
た
ち
や
く
」
と

し
て
描
か
れ
る
三
条
勘
太
郎
は
、
正
徳
年
間
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
享
保
の
は
じ
め
に
女
方
に
進
み
、
伊
三
郎
よ
り
も
ほ
ん
の
一
足
早
く
、

享
保
二
〇
年
冬
に
立
役
之
部
に
入
る
と
い
う
、
典
型
的
な
役
柄
の
変
遷
を
示
す
。
二
一
年
『
役
者
福
若
志
』
で
は
「
角
か
づ
ら
若
立
役

之
部
」
で
は
な
く
立
役
之
部
に
入
っ
て
お
り
、
役
替
し
た
ば
か
り
で
も
一
五
人
中
四
位
に
配
列
さ
れ
た
の
は
、
女
方
と
し
て
の
年
功
が

加
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

翌
元
文
二
年
正
月
刊
『
役
者
多
名
卸
』
江
戸
之
巻
に
も
「
角
か
づ
ら
若
立
役
之
部
」
が
あ
り
、
伊
三
郎
、
三
代
目
団
十
郎
は
こ
こ
に

入
る
。
同
年
同
月
刊
『
役
者
満
友
家
』（
江
戸
板
）
は
若
衆
方
之
部
に
両
者
を
配
列
し
、
続
く
三
年
正
月
刊
『
役
者
年
徳
棚
』、
同
年
三

月
刊
『
役
者
紋
楊

』
江
戸
之
巻
も
、「
若
立
役
之
部
」
に
二
人
を
入
れ
る
。
四
年
正
月
刊
『
役
者
大
極
舞
』
江
戸
之
巻
で
は
「
角
か

づ
ら
の
部
」
に
団
十
郎
を
残
し
て
伊
三
郎
は
立
役
之
部
に
移
行
し
、
五
年
正
月
刊
『
役
者
恵
宝
参
』
江
戸
之
巻
に
な
る
と
団
十
郎
も
立

役
之
部
に
移
行
、
四
年
間
続
い
た
「（
角
か
づ
ら
）
若
立
役
之
部
」
は
廃
さ
れ
た
。
こ
の
変
則
的
な
部
立
は
、
こ
の
と
き
女
方
か
ら
役

替
し
た
伊
三
郎
と
、
一
五
歳
で
襲
名
し
た
三
代
目
団
十
郎
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
印
象
が
あ
る
。

　

双
六
を
画
風
か
ら
大
ま
か
に
享
保
期
の
も
の
と
見
た
が
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
劇
壇
状
況
は
、
お
も
に
三
代
目
団
十
郎
の
動
向
か
ら
、

享
保
二
〇
年
一
一
月
の
そ
の
襲
名
以
降
、
評
判
記
に
「（
角
か
づ
ら
）
若
立
役
之
部
」
が
お
か
れ
た
元
文
四
年
度
ま
で
に
し
ぼ
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

芝
居
の
年
度
は
一
一
月
に
は
じ
ま
り
、
翌
一
〇
月
に
終
わ
る
。
正
月
刊
行
の
評
判
記
は
一
一
月
の
顔
見
世
興
行
評
を
、
三
月
刊
行
の

評
判
記
は
あ
け
て
初
春
の
二
の
替
興
行
評
を
掲
載
す
る
。
役
者
は
原
則
と
し
て
一
年
契
約
で
、
特
定
の
座
（
劇
場
）
に
出
勤
す
る
。
年



11

184

度
が
変
わ
れ
ば
座
を
移
る
こ
と
も
あ
り
、
土
地
を
移
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
京
・
江
戸
・
大
坂
を
往
来
す
る
こ
と
が
多
く
、
評
判
記
は

三
巻
に
分
け
て
三
都
の
役
者
た
ち
の
情
報
を
伝
え
る
。
名
古
屋
そ
の
ほ
か
地
方
巡
業
も
あ
り
、
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た

場
合
の
消
息
は
つ
か
み
に
く
い
。

　
『
役
者
福
若
志
』
の
段
階
に
お
け
る
一
七
名
の
役
者
の
所
在
ま
た
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
と
、
一
五
名
が
江
戸
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
一
五
名
の
情
報
を
『
福
若
志
』
江
戸
之
巻
・
役
者
目
録
か
ら
抜
き
だ
し
、
双
六
の
区
画
番
号
と
と
も
に
左
に
示
し
た
。

　
　
　
　

▲
立
役
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
六
）
大
谷
広
次　
　
　
　
　
　
　

 

市
村
座

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
八
）　 

市
川
団
蔵 　
　
　
　
　
　
　

川
原
崎
座

　
　

上
上
白
吉　
　
　
（
四
）　 

三
条
勘
太
郎 　
　
　
　
　
　

中
村
座

　
　

上
上
白
半
吉　
　
（
一
〇
）
中
村
七
三
郎　
　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　
　
　

▲
角
か
づ
ら
若
立
役
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
四
）
荻
野
伊
三
郎　
　
　
　
　
　

 
川
原
崎
座

　
　

上
上
白
吉　
　
　
（
二
）　 

升
五
郎
事
市
川
今
団
十
郎　

 

市
村
座

　
　
　
　

▲
実
悪
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
二
）
市
川
宗
三
郎　
　
　
　
　
　

 

市
村
座
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▲
敵
役
之
部

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
六
）　 

大
谷
竜
左
衛
門 　
　
　
　
　

市
村
座

　
　
　
　

▲
若
女
方
之
部

　
　

白
半
極
上
上
吉　
（
一
七
）
瀬
川
菊
之
丞　
　
　
　
　
　

 

市
村
座

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
一
三
）
姉
川
千
代
三
郎　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
一
一
）
瀬
川
菊
次
郞　
　
　
　
　
　

 

市
村
座

　
　

上
上
白
半
吉　
　
（
七
）　 
坂
田
市
太
郎 　
　
　
　
　
　

中
村
座

　
　

上
上
白
半
吉　
　
（
九
）　 
袖
崎
菊
太
郎 　
　
　
　
　
　

市
村
座

　
　

上
半
上　
　
　
　
（
三
）　 

あ
ら
し
小
伊
三 　
　
　
　
　

市
村
座

　
　
　
　

▲
三
座
之
太
夫
元

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
）　 

市
村
竹
之
丞 　
　
　
　
　
　

太
夫
元

　

位
付
は
評
判
記
の
ほ
う
が
細
か
い
。
江
戸
に
は
中
村
座
、
市
村
座
、
森
田
座
（
の
ち
守
田
）
の
三
つ
の
大
劇
場
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

本
櫓
と
呼
ぶ
。
江
戸
の
座
元
は
、
興
行
を
許
可
さ
れ
、
劇
場
建
造
物
を
所
有
し
、
一
座
の
役
者
を
抱
え
る
と
い
う
権
力
者
で
あ
り
、
し

か
も
そ
の
権
限
は
世
襲
さ
れ
た
。
金
主
（
出
資
者
）
は
別
に
お
り
、
表
面
化
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
座
元
に
は
経
営
リ
ス
ク
も
集
中
し
、

借
財
等
か
ら
興
行
不
能
と
な
っ
た
と
き
は
、
都
座
、
桐
座
、
河
原
崎
座
（
川
原
崎
と
も
）
の
控
櫓
が
、
本
櫓
に
替
わ
っ
て
興
行
を
引
き
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受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
劇
場
が
休
業
に
な
る
と
、
周
囲
の
芝
居
町
へ
の
集
客
に
影
響
す
る
た
め
で
あ
る
。
座
元
は
太
夫
元
と
も

呼
ば
れ
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
若
太
夫
と
と
も
に
、
舞
台
に
立
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
者
も
い
た
。
双
六
の
振
り
だ
し
の
区

画
（
一
）
に
市
村
と
あ
っ
た
の
は
、
舞
台
活
動
も
盛
ん
だ
っ
た
市
村
座
の
座
元
の
ほ
か
に
あ
る
ま
い
。『
福
若
志
』
で
は
市
村
竹
之
丞

と
あ
る
。
双
六
が
姓
を
記
し
て
名
前
の
部
分
を
空
白
と
し
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
よ
う
だ
。
太
夫
元
は
役
柄
で
は
な
い
が
、
評
判

記
の
役
者
目
録
の
さ
い
ご
に
立
項
さ
れ
、
本
文
に
は
評
文
も
あ
る
。

　

各
座
二
〇
名
前
後
も
い
る
色
子
之
分
は
の
ぞ
き
、
三
座
之
太
夫
元
は
加
え
る
と
、『
役
者
福
若
志
』
江
戸
之
巻
・
役
者
目
録
に
掲
出

さ
れ
る
の
は
全
七
八
名
。
立
役
之
部
や
若
女
方
之
部
は
も
と
も
と
人
数
が
多
く
、
双
六
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
役
者

を
抽
出
し
た
と
い
え
る
。
太
夫
元
と
し
て
市
村
竹
之
丞
が
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
積
極
的
に
舞
台
出
演
し
、
役
者
絵
に
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
描

か
れ
る
よ
う
な
太
夫
元
は
竹
之
丞
し
か
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

区
画
（
一
五
）
の
富
沢
門
太
郎
は
江
戸
之
巻
で
は
な
く
京
之
巻
に
掲
出
さ
れ
、
こ
の
年
度
は
京
都
出
勤
で
あ
る
。
ま
た
区
画
（
五
）

の
弥
木
菊
松
は
こ
の
年
度
動
向
不
明
で
、
そ
の
前
の
二
〇
年
度
も
不
明
、
一
九
年
度
は
矢
木
菊
松
が
大
坂
に
出
勤
し
て
い
る
。
こ
の
矢

木
菊
松
と
弥
木
菊
松
は
同
一
人
物
と
み
て
よ
て
い
。
双
六
に
「
は
る
〳
〵
と
な
ご
や
か
ら
河
原
さ
き
座
ゑ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
菊

松
が
江
戸
在
勤
で
河
原
崎
座
所
属
の
年
度
が
、
双
六
の
状
況
と
重
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

で
は
、
翌
元
文
二
年
正
月
刊
『
役
者
多
名
卸
』
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
（
享
保
二
一
年
は
四
月
二
八
日
改
元
し
て
元
文
元
年
）。
同
様
に
役

者
の
所
在
を
確
認
す
る
と
、
一
七
名
と
も
が
江
戸
在
勤
で
あ
る
。
団
十
郎
に
は
「
お
や
〳
〵
か
ら
三
代
目
の
市
川
丸
」
と
の
添
書
が
あ

る
。
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▲
立
役
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
六
）
大
谷
広
次　
　
　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
八
）　 

市
川
団
蔵 　
　
　
　
　
　
　

川
原
崎
座

　
　

上
上
白
吉　
　
　
（
一
〇
）
中
村
七
三
郎　
　
　
　
　
　

 

川
原
崎
座

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
四
）　 

三
条
勘
太
郎 　
　
　
　
　
　

市
村
座

　
　
　
　

▲
角
か
づ
ら
若
立
役
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
四
）
荻
野
伊
三
郎　
　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　

上
上
白
吉　
　
　
（
二
）　 

市
川
団
十
郎 　
　
　
　
　
　

川
原
崎
座

　
　
　
　

▲
実
悪
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
二
）
市
川
宗
三
郎　
　
　
　
　
　

 

市
村
座

　
　
　
　

▲
敵
役
之
部

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
六
）　 

大
谷
竜
左
衛
門 　
　
　
　
　

市
村
座

　
　
　
　

▲
若
女
方
之
部

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
七
）
瀬
川
菊
之
丞　
　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
一
五
）
富
沢
門
太
郎　
　
　
　
　
　

 

市
村
座
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上
上
半
白
吉　
　
（
一
一
）
瀬
川
菊
次
郞　
　
　
　
　
　

 

中
村
座

　
　

上
上
半
白
吉　
　
（
一
三
）
姉
川
千
代
三
郎　
　
　
　
　

 

市
村
座

　
　

上
上
白
吉　
　
　
（
五
）　 

弥
木
菊
松 　
　
　
　
　
　
　

川
原
崎
座

　
　

上
上
白
半
吉　
　
（
九
）　 

袖
崎
菊
太
郎 　
　
　
　
　
　

川
原
崎
座

　
　

上
上
白
半
吉　
　
（
七
）　

坂
田
市
太
郎　
　
　
　
　
　
　

市
村
座

　
　

上
上　
　
　
　
　
（
三
）　

嵐
小
伊
三　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
座

　
　
　
　

▲
三
座
太
夫
元

　
　

上
上
吉　
　
　
　
（
一
）　

市
村
竹
之
丞　
　
　
　
　
　
　

太
夫
元

　
（
五
）
菊
松
は
河
原
崎
座
所
属
で
あ
り
、
評
文
本
文
に
「
此
人
去
八
月
に
名
古
屋
よ
り
、
川
原
崎
へ
御
下
り
」
と
あ
り
、
双
六
の
「
は

る
〳
〵
と
な
ご
や
か
ら
河
原
さ
き
座
ゑ
」
と
い
う
添
書
と
一
致
す
る
。（
一
五
）
門
太
郎
は
、
役
者
目
録
に
「
去
夏
か
ら
御
下
り
」、
評

文
本
文
に
も
「
此
君
九
年
以
前
酉
の
霜
月
に
、
大
坂
よ
り
京
嵐
小
六
座
へ
お
上
り
有
（
中
略
）
去
冬
暇
乞
狂
言
、
く
ず
の
は
の
道
行
ノ

所
作
、
大
入
で
首
尾
よ
ふ
お
下
り
」
と
あ
り
、
二
一
年
度
夏
に
京
か
ら
江
戸
へ
下
っ
て
市
村
座
に
出
勤
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
（
九
）
菊
太
郎
の
双
六
添
書
に
「
ゑ
ひ
が
ひ
げ
に
と
り
つ
い
て
」
と
あ
る
意
味
も
、
評
文
本
文
の
「
市
村
座
よ
り
市
川
殿
に
つ
れ
ら
れ
、

木
挽
丁
初
而
の
顔
み
せ
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
前
年
度
、
菊
太
郎
は
海
老
蔵
、
団
十
郎
父
子
と
と
も
に
市
村
座
所
属
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
年
度
、
彼
ら
は
そ
ろ
っ
て
河
原
崎
座
に
移
っ
て
い
る
。
位
付
極
上
上
吉
の
海
老
蔵
は
河
原
崎
座
の
座
頭
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
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く
、
ま
だ
上
上
吉
に
い
た
ら
な
い
菊
太
郎
の
移
籍
に
関
与
し
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。

　

ま
た
『
役
者
多
名
卸
』
役
者
目
録
で
は
、（
一
五
）
富
沢
門
太
郎
、（
一
一
）
瀬
川
菊
次
郞
、（
一
三
）
姉
川
千
代
三
郎
が
こ
の
順
に

配
列
さ
れ
、
三
名
と
も
に
位
付
は
上
上
半
白
吉
な
が
ら
、
門
太
郎
は
吉
の
字
の
ほ
ん
の
一
画
が
、
菊
次
郞
と
千
代
三
郎
は
吉
の
字
の
左

半
が
黒
め
ら
れ
、
菊
次
郞
・
千
代
三
郎
に
は
釣
り
が
掛
け
ら
れ
、
両
者
の
力
量
の
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
評
文
本

文
で
も
三
者
は
こ
の
順
に
並
ぶ
が
、
門
太
郎
は
吉
の
字
が
一
画
黒
ん
だ
半
白
上
上
吉
、
菊
次
郞
は
上
上
白
吉
、
千
代
三
郎
は
黒
上
上
吉

と
さ
れ
、
本
来
な
ら
千
代
三
郎
が
門
太
郎
を
上
ま
わ
る
。
目
録
・
評
文
本
文
と
も
、
門
太
郎
が
先
に
掲
出
さ
れ
た
の
は
初
下
り
の
祝
儀

と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
く
三
年
正
月
に
は
『
役
者
年
徳
棚
』、
三
月
に
は
『
役
者
紋
楊

』
が
あ
る
が
、（
一
七
）
菊
之
丞
・（
一
一
）
菊
次
郞
の
名
が
江

戸
之
巻
に
見
え
な
く
な
る
。
瀬
川
菊
之
丞
は
、
江
戸
時
代
に
五
代
ま
で
続
い
た
江
戸
女
方
の
名
門
で
あ
る
。
こ
の
菊
之
丞
は
初
代
（
一

六
九
三　

一
七
四
九
）
で
、
享
保
一
五
年
冬
に
京
か
ら
下
っ
て
江
戸
に
腰
を
落
ち
つ
け
、
弟
菊
次
郞
も
呼
び
下
し
、
双
六
の
区
画
（
一

七
）
に
「
わ
か
女
が
た
の
す
い
い
ち
」
と
あ
る
よ
う
に
江
戸
女
方
の
筆
頭
と
な
っ
て
い
た
が
、
元
文
三
年
度
か
ら
菊
次
郎
を
連
れ
て
上

方
に
里
帰
り
を
す
る
。
さ
ら
に
江
戸
立
役
の
実
力
者
で
あ
る
（
一
六
）
広
次
も
上
方
に
同
行
し
た
。
菊
次
郞
は
二
年
で
上
方
か
ら
戻
る

が
、
菊
之
丞
と
広
次
は
四
年
の
あ
い
だ
京
大
坂
に
滞
在
し
た
。
そ
し
て
元
文
五
年
度
に
は
三
代
目
団
十
郎
、
伊
三
郎
と
も
、
立
役
へ
の

役
替
に
と
も
な
う
角
鬘
の
移
行
期
を
過
ぎ
、
評
判
記
の
「（
角
か
づ
ら
）
若
立
役
之
部
」
も
な
く
な
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
双

六
の
こ
れ
ら
の
コ
マ
は
、
元
文
二
年
度
江
戸
劇
壇
の
状
況
を
忠
実
に
映
し
だ
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

区
画
（
一
六
）
広
次
の
添
書
に
「
せ
つ
せ
う
せ
き
の
狂
言
」
と
あ
る
の
は
、
元
文
二
年
度
中
村
座
の
顔
見
世
狂
言
（
前
年
一
一
月
よ
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り
上
演
）『
国
富
殺
生
石
』
の
こ
と
だ
ろ
う
。『
役
者
多
名
卸
』
に
詳
し
い
評
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
顔
見
世
狂
言
に
言
及
す
る
と
な
る
と
、

評
判
記
と
同
じ
く
年
内
の
発
売
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
（
一
）
市
村
［
竹
之
丞
］
は
、
翌
三
年
度
の
顔
見
世
か
ら
八
代
目
宇
左
衛
門
と

改
名
す
る
（
の
ち
羽
左
衛
門
）。
板
元
は
竹
之
丞
改
名
の
ニ
ュ
ー
ス
を
入
手
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
板
下
を
竹
之
丞
と
せ
ず
、
新
し
い
名

の
り
を
彫
り
込
む
つ
も
り
で
用
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
板
行
に
い
た
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
板
木
の
改
変
は
存
外
ひ

ん
ぱ
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
い
っ
た
ん
「
竹
之
丞
」
と
彫
り
込
ん
で
も
、
そ
の
部
分
を
く
り
抜
く
よ
う
に
さ
ら
っ
て
入
木
・
埋
木
を
ほ
ど

こ
し
、
そ
こ
に
新
た
に
「
宇
左
衛
門
」
と
彫
り
直
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。（
一
）
市
村
姓
の
下
の
不
自
然
な
空
白
は
、
新
情
報
を
刻

み
そ
こ
ね
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
年
度
が
進
ん
で
次
の
顔
見
世
が
近
づ
け
ば
、
改
名
の
詳
細
が
確
定
し
た
は
ず
で
、

元
文
二
年
正
月
以
降
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
、
作
成
時
期
を
せ
ば
め
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
書
誌
的
な
不
整
合

　

資
料
中
央
の
「
上
リ
」、
区
画
（
一
八
）
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
横
長
の
区
画
に
は
、
富
十
郎
、
中
山
新
九
郎
、
菊

之
丞
の
三
名
が
、
役
名
お
よ
び
舞
台
姿
の
全
身
像
と
と
も
に
描
か
れ
る
。

　

菊
之
丞
は
、
区
画
（
一
七
）
に
も
あ
ら
わ
れ
た
当
時
江
戸
女
方
の
大
立
者
で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
は
宝
永
五
年
冬
の
大
坂
で
、
当
初
位

付
は
低
迷
し
た
が
、
享
保
八
年
度
か
ら
京
都
で
座
本
を
勤
め
た
の
が
出
世
の
糸
口
と
な
り
、
初
代
あ
や
め
と
も
同
座
の
機
会
が
あ
っ
た
。

元
禄
盛
期
か
ら
活
躍
し
、
役
者
と
し
て
は
じ
め
て
極
上
上
吉
の
位
に
の
ぼ
っ
た
あ
や
め
は
、
菊
之
丞
に
と
っ
て
女
方
の
神
様
の
よ
う
な
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存
在
で
あ
り
、
あ
や
め
か
ら
直
接
受
け
た
指
導
は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
江
戸
で
は
上
方
育
ち
の
女
方
を
歓
迎
し
て
お
り
、

菊
之
丞
も
享
保
一
五
年
冬
、
江
戸
へ
招
か
れ
た
。
下
り
女
方
は
二
、
三
年
ほ
ど
も
江
戸
の
舞
台
を
勤
め
る
と
上
方
へ
戻
る
の
を
常
と
し

た
が
、
菊
之
丞
は
江
戸
に
腰
を
据
え
た
。

　

享
保
二
一
年
正
月
刊
『
役
者
福
若
志
』
江
戸
之
巻
は
菊
之
丞
の
位
付
を
白
半
極
上
上
吉
と
し
た
が
、
翌
元
文
二
年
正
月
刊
『
役
者
多

名
卸
』
江
戸
之
巻
で
は
た
だ
の
上
上
吉
に
戻
り
、
四
年
正
月
刊
『
役
者
大
極
舞
』
大
坂
之
巻
で
は
大
上
上
吉
と
な
る
。
花
は
あ
っ
て
上

上
吉
は
上
ま
わ
る
も
の
の
、
極
上
上
吉
と
認
め
る
に
は
実
力
不
足
と
い
っ
た
評
価
で
あ
る
。
六
年
正
月
刊
『
役
者
懐
中
暦
』
大
坂
之
巻

で
黒
極
と
な
る
も
、
翌
寛
保
二
年
正
月
刊
『
役
者
柱
伊
達
』
江
戸
之
巻
で
は
半
白
極
に
戻
さ
れ
、
四
年
正
月
刊
『
役
者
子
住
算
』
江
戸

之
巻
で
再
び
極
上
上
吉
と
な
り
、
よ
う
や
く
極
の
字
が
安
定
す
る
。
こ
の
と
き
五
二
歳
。
菊
之
丞
が
す
ん
な
り
極
上
上
吉
に
お
さ
ま
ら

な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
芸
質
が
身
体
表
現
（
所
作
事
な
い
し
舞
踊
）
に
傾
斜
し
て
い
た
の
に
対
し
、
元
禄
期
以
来
の
評
価
基
準
が
言
語

表
現
（
科
白
）
を
重
視
し
て
い
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る（

５
）。

　

初
代
あ
や
め
に
は
多
く
の
子
が
あ
り
、
三
男
の
富
十
郎
は
立
役
中
村
新
五
郎
の
養
子
と
な
り
、
新
五
郎
の
女
房
役
者
で
あ
る
佐
野
川

万
菊
に
よ
っ
て
一
流
の
女
方
に
育
て
あ
げ
ら
れ
た
。
享
保
一
四
年
度
に
京
都
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
一
六
年
度
に
は
万
菊
ら
に
連
れ
ら
れ
て

早
く
も
江
戸
下
り
し
た
。
出
世
の
早
か
っ
た
万
菊
は
菊
之
丞
よ
り
先
を
進
ん
だ
が
、
や
が
て
追
い
つ
い
て
き
た
菊
之
丞
と
評
判
記
の
順

位
を
争
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
富
十
郎
は
菊
之
丞
の
後
輩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
里
帰
り
中
の
菊
之
丞
と
同
座
し
、「
娘
道
成
寺
」

を
踊
る
菊
之
丞
の
背
後
で
伴
奏
の
太
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
菊
之
丞
の
「
百
千
鳥
娘
道
成
寺
」（
寛
保
四
年
中
村
座
初
演
）
を
先
行

曲
と
し
て
、
女
方
舞
踊
の
大
曲
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」（
宝
暦
三
年
中
村
座
初
演
）
を
創
演
し
た
の
は
富
十
郎
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
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寛
保
二
年
度
か
ら
二
年
間
、
宝
暦
三
年
度
（
一
七
五
三
）
か
ら
は
八
年
間
、
明
和
八
年
度
か
ら
も
八
年
間
、
江
戸
に
滞
在
し
、
関
東
で

の
人
気
も
抜
群
だ
っ
た
が
、
本
拠
は
上
方
に
置
き
、
お
り
お
り
江
戸
下
り
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
の
が
菊
之
丞
と
の
大
き
な

ち
が
い
で
あ
る
。

　

新
九
郎
（
一
七
〇
二　

七
五
）
は
初
代
で
、
享
保
九
年
度
か
ら
立
役
と
し
て
評
判
記
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
も
う
二
二
歳
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
デ
ビ
ュ
ー
は
も
っ
と
早
く
、
こ
の
名
前
に
改
名
し
た
の
が
こ
の
年
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う（

６
）。

寛
保
二
年
度

に
江
戸
に
下
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
最
初
で
最
後
の
下
江
で
、
そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
大
坂
で
活
動
す
る
。

　

菊
之
丞
と
富
十
郎
の
関
係
を
敷
衍
す
る
と
、
江
戸
女
方
の
筆
頭
で
あ
る
菊
之
丞
を
追
っ
て
、
富
十
郎
も
（
あ
と
三
年
も
経
っ
た
ら
）

極
上
上
吉
に
な
る
ほ
ど
の
出
世
を
、
と
い
う
意
味
あ
い
が
資
料
か
ら
は
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
章
の
調
査
に
よ
り
導
か
れ
た

作
成
時
期
、
元
文
二
年
度
に
は
富
十
郎
は
も
ち
ろ
ん
、
新
九
郎
も
大
坂
在
勤
で
あ
る
。
そ
の
と
き
江
戸
に
い
な
い
役
者
の
名
を
冠
し
た

双
六
を
板
行
す
る
も
の
か
、
商
品
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
需
要
が
あ
る
の
か
、
疑
問
を
禁
じ
え
な
い
。

　

新
九
郎
が
単
年
度
江
戸
の
劇
場
に
出
演
し
た
寛
保
二
年
度
に
は
、
富
十
郎
も
江
戸
に
い
る
。
中
村
新
五
郎
、
万
菊
、
富
十
郎
、
新
九

郎
が
一
団
と
な
っ
て
江
戸
中
村
座
に
下
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
寛
保
二
年
度
中
村
座
の
顔
見
世
狂
言
『
塩
冶
判
官
故
郷
錦
』
に
お
い
て
、

富
十
郎
は
「
手
か
け
さ
衣
と
成
（
中
略
）
か
り
に
く
わ
い
ら
い
し
に
成
、
人
形
を
つ
か
い
て
（
中
略
）
次
に
又
狐
と
成
て
、
花
笠
踊
ら

ん
ぎ
よ
く
、
し
や
つ
き
や
う
の
、
略
の
所
作
事
迄
」
を
、
新
九
郎
は
同
狂
言
に
「
八
は
た
の
六
郎
と
成
（
中
略
）
次
に
薬
師
寺
次
郎
左

衛
門
と
替
名
し
て
（
中
略
）
大
詰
に
成
ツ
て
（
中
略
）
気
違
ひ
と
成
、
道
成
寺
の
所
作
ご
と（

７
）」

を
勤
め
た
（
寛
保
二
年
正
月
刊
『
役
者
柱

伊
達
』
江
戸
之
巻
）。
そ
し
て
菊
之
丞
は
同
じ
と
き
、
市
村
座
の
『
姿
絵
女
業
平
』
に
「
岩
戸
左
衛
門
女
房
う
ら
葉
と
成
（
中
略
）
二
番
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め
に
似
せ
な
り
平
と
」
主
演
し
て
い
た
（
同
前
）。
こ
れ
ら
の
役
名
は
す
べ
て
双
六
の
（
一
八
）「
上
リ
」
区
画
に
記
さ
れ
た
役
名
と
一

致
す
る
。
富
十
郎
に
い
た
っ
て
は
、
花
笠
を
頭
に
被
り
、
両
手
に
も
持
っ
た
双
六
の
絵
姿
も
、
評
判
記
の
挿
絵
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
双
六
の
区
画
（
一
）
か
ら
（
一
七
）
ま
で
の
内
容
は
あ
き
ら
か
に
元
文
二
年
度
の
状
況
と
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、（
一
八
）「
上
リ
」
区
画
だ
け
が
五
年
後
の
寛
保
二
年
度
顔
見
世
の
役
名
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
中
村
富
十
郎
〈
三
年
立

た
ら
／
極
の
字
が
付
〉
ま
せ
う
双
六
」
と
い
う
題
名
自
体
、
元
文
二
年
に
は
そ
ぐ
わ
ず
、
寛
保
二
年
の
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
一

枚
の
双
六
の
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
に
整
合
を
欠
い
た
情
報
が
同
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
芝
居
双
六
は
、
ま
ず
は
元
文
二
年
に
い
っ
た
ん
出
板
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
お
そ
ら
く
区
画
（
一
）
の
市
村
の
名
は
空
白
の
ま
ま

板
行
と
な
っ
た
。
そ
し
て
寛
保
二
年
、
富
十
郎
や
新
九
郎
ら
が
江
戸
に
下
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
当
て
込
ん
で
、
再
び
芝
居
双
六
が
出
板

さ
れ
た
。
そ
の
と
き
板
木
を
一
か
ら
彫
る
手
間
を
惜
し
ん
で
元
文
二
年
の
板
木
を
流
用
し
、
た
だ
し
（
一
八
）「
上
リ
」
の
区
画
は
寛

保
二
年
の
情
報
に
合
わ
せ
て
改
刻
し
、
題
名
も
更
新
し
た
。
大
判
の
絵
双
六
の
板
木
を
丸
ご
と
彫
ら
ず
に
す
ん
だ
の
で
、
短
期
で
製
作

で
き
た
だ
ろ
う
。
区
画
（
一
）
の
空
白
も
訂
正
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
こ
の
不
整
合
を
説
明
す
る
答
え
だ
と
お
も
わ
れ
る
。
題
名
は
子

持
枠
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
資
料
右
下
の
題
名
部
分
の
匡
郭
と
、
区
画
（
一
）
の
匡
郭
は
ま
っ
す
ぐ
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
奇
妙
な
が

た
つ
き
が
改
刻
の
痕
跡
で
あ
る
。
ま
た
（
一
）
か
ら
（
一
七
）
ま
で
の
文
字
や
絵
の
摺
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
見
に
く
く
、
読
み
づ
ら
い

が
、
区
画
（
一
八
）
は
文
字
、
絵
と
も
く
っ
き
り
し
て
い
る
。
元
文
二
年
の
板
木
の
（
一
八
）
の
部
分
を
さ
ら
い
、
そ
こ
に
別
の
木
を

埋
め
込
ん
で
彫
っ
た
が
、
板
面
の
高
さ
が
完
全
に
同
じ
で
は
な
く
、
入
木
部
分
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
部
分
が
い
く
ぶ
ん

濃
く
摺
刷
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
資
料
の
裏
面
を
調
査
す
れ
ば
確
実
性
が
増
す
が
、
貼
込
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
は
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で
き
な
か
っ
た
。

　

近
世
期
の
歌
舞
伎
作
品
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
、
種
々
の
資
料
を
収
集
し
て
き
た
。
役
者
評
判
記
は
比
較
的
入
手
し
や
す
く
、

台
帳
（
台
本
）
は
残
っ
て
い
れ
ば
有
効
有
用
で
あ
り
、
台
帳
に
準
じ
る
絵
入
狂
言
本
や
根
本
な
ど
も
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
に
あ
た
る
微
細
な
芝
居
番
付
群
か
ら
は
興
行
の
進
行
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ブ
ロ
マ
イ
ド
に
も
相
当
す
る
役
者

絵
（
浮
世
絵
）
は
舞
台
面
を
写
す
。
こ
れ
ら
は
現
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
江
戸
時
代
の
演
劇
に
と
っ
て
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
資
料
で
あ
る
。
対
す
る
に
双
六
は
あ
く
ま
で
遊
戯
の
道
具
で
あ
り
、
浮
世
絵
と
し
て
も
お
も
ち
ゃ
絵
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
芝
居

双
六
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
資
料
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
た
ま
さ
か
所
在
を
知
っ
た
芝
居
双
六
か
ら
、
予
想
外
に
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る（

８
）。

演
劇
情
報
を
応
用
し
て
芝
居
双
六
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
そ
の
芝
居
双
六
か
ら
未
知
の
演
劇
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
る
。

　
「
中
村
富
十
郎
〈
三
年
立
た
ら
／
極
の
字
が
付
〉
ま
せ
う
双
六
」
は
、
考
証
の
過
程
で
書
誌
的
不
整
合
が
発
覚
し
た
。
そ
れ
で
も
寛

保
二
年
の
時
点
で
、
富
十
郎
に
は
、
ほ
ど
な
く
菊
之
丞
に
次
ぐ
一
流
の
人
気
女
方
と
な
る
だ
ろ
う
と
の
期
待
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
出
板
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
双
六
の
作
成
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

富
十
郎
が
実
際
に
極
上
上
吉
の
位
付
を
得
た
の
は
、
寛
保
二
年
よ
り
七
年
後
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）、
弱
冠
二
八
歳
で
あ
っ
た
（
同

年
三
月
刊
『
役
者
花
双
六
』
京
之
巻
）。
双
六
の
題
名
の
よ
う
に
「
三
年
立
た
ら
」
と
は
い
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
舞
台
人
生
の
前
半
で

足
ぶ
み
し
、
後
退
さ
え
あ
り
、
五
〇
歳
を
越
し
て
よ
う
や
く
極
上
上
吉
に
落
ち
つ
い
た
菊
之
丞
に
比
し
て
、
そ
の
歩
み
は
あ
ま
り
に
も
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順
調
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
菊
之
丞
が
他
界
し
た
の
が
そ
の
寛
延
二
年
で
あ
っ
た
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
は
富
十
郎

は
父
あ
や
め
を
も
上
ま
わ
る
、
歌
舞
伎
一
道
惣
芸
頭
（
女
方
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
役
柄
を
通
じ
て
の
第
一
人
者
）
と
い
う
極
位
を
授
け

ら
れ
、
翌
年
に
世
を
去
っ
た
。

注（
１
）　

高
橋
順
二
氏
「
絵
双
六
の
歴
史
」（
同
氏
編
著
『
日
本
絵
双
六
集
成
』
柏
書
房　

一
九
七
〇
年
）。

（
２
）　

関
忠
夫
氏
「「
双
六
類
聚
」
雑
考
」（「M

U
SEU

M

／
東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
」
二
三
〇
号　

一
九
七
〇
年
五
月
）。

（
３
）　

小
野
川
宇
源
次
（
一
六
八
三
頃　

不
詳
）、
初
代
佐
野
川
市
松
（
一
七
二
二　

六
二
）
な
ど
、
若
衆
方
を
長
く
勤
め
た
例
も
あ
る
。
近
藤
瑞
男

氏
「
小
野
川
宇
源
次
の
転
機
」（『
元
禄
歌
舞
伎
の
展
開�　

�

甦
る
名
優
た
ち�　
』
所
収　

創
生
社　

二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）　

位
付
は
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
細
分
化
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
も
評
判
記
で
は
、「
上
上
」
に
「
吉
」
の
字
を
付
加
す
る
の
に
、「
吉
」

の
字
を
白
抜
き
に
し
た
り
（
＝
上
上
白
吉
）、
字
の
一
部
を
白
抜
き
に
し
た
り
（
＝
上
上
半
白
吉
）、
字
の
一
部
だ
け
に
し
た
り
（
＝
上
上
半
吉
）、

そ
れ
ら
を
組
合
せ
た
り
（
＝
上
上
半
白
半
吉
）、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

（
５
）　

拙
稿
「
元
祖
瀬
川
菊
之
丞
と
享
保
劇
壇
」（『
近
世
中
期
歌
舞
伎
の
諸
相
』
所
収　

和
泉
書
院　

二
〇
一
三
年
）。

（
６
）　
『
新
刻
役
者
綱
目
』
に
「
と
つ
と
む
か
し
は
松
本
嘉
平
次
」
と
あ
り
、
前
名
松
本
嘉
平
次
か
。

（
７
）　
「
八
は
た
の
六
郎
」
は
漢
字
表
記
す
れ
ば
八
幡
六
郎
で
あ
り
、
読
み
は
「
や
は
た
」「
は
ち
ま
ん
」
と
ゆ
れ
が
あ
る
。

（
８
）　

拙
稿
「
芝
居
双
六
に
み
る
演
劇
情
報�　
『
け
い
せ
い
福
引
名
護
屋
』
と
道
成
寺
物
の
地
理
」（「
演
劇
研
究
会
会
報
」
四
五
号　

二
〇
一
九
年
）。




